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自治体・協議会名 垂井町地域公共交通会議

二次評価結果

　評価できる取組

・利用者や住民のニーズを把握して、路線やダイヤの見直しが行われたことを評価します。
・運転免許証自主返納支援事業や定期券・回数券の導入、園児のバスを利用した教育・保育など、利用促進策
を実施していることを確認しました。
・利用者１人あたりの運行経費にかかる目標の達成について、利用者増加だけでなく、地域の企業への働きか
け、連携により広告収入が増加していることを評価します。
・「バス停×ふるさと納税 in 垂井」について、初の試みとのことですが、こういった取組を積極的に企画し実施して
いることを大変評価します。

　期待する取組

・交通以外の分野（教育・医療・介護など）も含めた地域の多様な関係者と協議しながら、地域に合った適材適所
の交通サービスの実現に向けて、地域が主体となって新たな交通計画が策定されることを期待します。
・路線の見直しに際しては、引き続き利用者や住民から課題やニーズを聞き取り、利用目的や利用したい施設を
しっかりと把握した上で検討が進むことを期待します。


